
 

 

                                      

 

 

 

 

  

8 月４日（土）、札幌サッカーアミューズメントパーク人工

芝グラウンドと東雁来公園西グラウンドにおいて、道民共済

カップ（Ｕ-９）サッカー交流大会を行いました。通常の８人

制コートの約半分のピッチサイズで７人対７人のゲームです。 

さわやかな青空ともくもくとした真っ白い夏の雲の下、カ

ラフルなユニフォームのU-9選手たちが元気に人工芝のピッ

チを駆け巡りました。 

約６０チームが集まった今大会、Ｕ-９の選手

たちの中には、初めてユニフォームを着て試合

に出る選手、初めて人工芝の上でプレーする選

手も多くいたようです。各チームの指導者や普

段は厳格で冷静なジャッジをする審判団も選手

たちをあたたかく見守り、ルールを教えたり、

スローインをもう一度やらせてあげたりする光

景がありました。 

スポンサーで

ある道民共済様

のご厚意で、今

回も「かき氷」

を提供していた

だきました。試

合を終えた選手

や応援のご家族

にも振る舞われ、

楽しい夏の思い出となりました。 

保護者の方々の中にも、「初めて我が

子のサッカーを応援した」という方がい

らっしゃいました。子どもたちから元気

をもらい、これからの成長に期待をされ

たことでしょう。今回出場した選手たち

が今後の札幌の少年サッカーを盛り上

げてくれることに期待しています。 
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